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西部３Ｒステーションのイベント情報やくらしに役立つ
ごみ減量３Ｒ情報が満載です！

ウェブサイト

開館時間：10：00～17：00
休 館 日 ：月曜日（祝日の場合は開館し、
　　　　　次の平日休館）
　　　　　年末年始（12月28日～１月３日）
住　　所：福岡市西区今宿青木1043－2

（クリーンパーク西部内）
TEL： 092-882-3190
FAX：092-882-4580
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電話かFAX、又は西部3Rステーション
の２階受付で①体験内容②住所③氏名
④年齢⑤電話番号を必ず明記しお申込
ください。

編集・発行  財団法人 ふくおか環境財団
お問い合せ  福岡市西部3Ｒステーション（リサイクルプラザ）
　　　　　  福岡市西区今宿青木1043番の2 TEL：882－3190 FAX：882－4580

西部３Ｒステーションでは、体験コーナーや各種講座を開催しております。福岡市内に在住の方、通勤、
通学されている方なら、どなたでもご参加いただけます。身近な３Ｒを体験してみませんか？
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生ごみ堆肥相談会 ダンボールコンポスト講習会
生ごみの堆肥化でお困りの方は何でも相談下さい。
参加費／無料　事前申込／不要
●ふくおか環境倶楽部主催
　日　時／毎週土曜日　１３：００～１６：００
●ＮＰＯ法人循環生活研究所主催
　日　時／毎月第２金曜日　１０：３０～１４：００

ダンボールコンポストを始めてみたいという方、ご参加ください。
●ふくおか環境倶楽部主催
　日　時／毎月第４土曜日 10:30～12:00
　参加費／５００円（基材・テキスト代込み）
　事前申込／不要

日時／ 2月6日（木）、13日（木）、20日（木）
　　　13:00～16:00
場所／ 2階研修室
定員／ 15名（抽選）
参加費／ 500円
応募締切／ 1月23日（木）必着
持ってくるもの／古着物2枚か
古着物1枚と裏地用の布1枚（表
布地の衿と片身頃、裏地の身頃）、
裁縫道具一式、ドミット芯（1m幅
の着丈分）、型紙用の紙

往復ハガキ、FAX、又は西部３Rステーションの２階受付で①希望
講座②住所③氏名④年齢⑤電話番号を必ず明記し、ご応募ください。
〒819-0162 福岡市西区今宿青木1043-2 
Fax 092-882-4580

3Ｒ実践講座3Ｒ実践講座

この印刷物は自然環境保護のために再生紙を
使用し、大豆油インキで印刷しています。

日時／ 2月7日（金）13:00～16:00
場所／ 2階研修室
定員／ 15名（抽選）
参加費／ 300円
応募締切／ 1月23日（木）必着
持ってくるもの／裁縫道具一式

古布から花雛作り（雛飾り）古布から花雛作り（雛飾り）古布から花雛作り（雛飾り）

思い出の着物から
ちゃんちゃんこ作り【全３回】
思い出の着物から
ちゃんちゃんこ作り【全３回】
思い出の着物から
ちゃんちゃんこ作り【全３回】

作品：帯の端切れで干支の馬（大貫弘子さん作品）作品：帯の端切れで干支の馬（大貫弘子さん作品）

学習
体験
学習
体験

情報
発信
情報
発信

活動
支援
活動
支援３R３R

身土不二とは

3R実践講座の応募方法

• 体験コーナー ! •
毎 週 開 催

• 体験コーナー ! •
毎 週 開 催

すべて無料です!

体験コーナーの
申込方法

　身土（しんど）とは、「身」（人間の身体）と「土」（天地、大地）
で同じ意味のもので、分かつことができないことで、不二（ふじ）
は二つとないことです。“身土不二”とは、人間の身体はその人が
住んでいる風土や環境と切り離せない密接な関係があり、健康に生
きるには、「その土地の自然に適応した旬の作物を育て、食べよ」
という考え方です。野菜を自分で育てたり、地元の顔が見える人が
つくった食品を食べたりすることが良いという身土不二の考え方
は、 “地産地消※1”や“スローフード※2”、“マクロビオティック※3”
などに通ずるところがあります。
　そのため、近年、食の安全や安心を強く消費者が求めていることから、身土不二は地域自給や持続可
能な農業のスローガンとして各方面で使われるようになっているようです。また、地産地消を実践する
ことで地域の活性化につながり、環境への負荷の低減にもつながります。
　みなさんも身土不二の考えをヒントに、日々の生活を通して、健康な身体とより良い環境を作ってい
きましょう。

※１：地域で生産された物をその地域で消費すること
※２：一般的なファストフードやコンビニ食などとは違い、多様で伝統的な地域の食文化を守りながら、ゆったり楽しむ

食事のこと。
※３：穀物や菜食を中心とした食生活によって、「健康で長生き」を実践しようという考え方。 参考：環境goo

福岡市西部３Ｒステーションは、環境
学習や環境活動の場、福岡市のごみ減
量や３Ｒに関する情報発信の場とし
て、“循環のまち・ふくおか”の一翼を
担う施設です。
今、地球温暖化やごみ問題など様々な
環境問題が起きています。

「環境にやさしい循環型社会」を作るた
め、私たち一人ひとりが自分たちの生
活の中で、できることから取り組みを
進めていくことが大切です。
みなさんも、自分にできることを見つ
けてみませんか？ハーブ入り“リサイクル”

石けん作り
ハーブ入り“リサイクル”
石けん作り
ハーブ入り“リサイクル”
石けん作り
●時間　10:30～11:30
●定員　10 名／日（先着順）
●申込締切　希望日の 3 日前まで

裂き織り体験！コースター作り裂き織り体験！コースター作り裂き織り体験！コースター作り
●時間　10:30～15:30（随時）
　　　　のうち、1 時間程度
●定員　6 名／日（先着順）
●申込締切　希望日の前日まで

毎　週　水　曜　日 

毎　週　土　曜　日 

毎　週　日　曜　日 
牛乳パックで紙すき体験牛乳パックで紙すき体験牛乳パックで紙すき体験
●時間　10:30～11:30（随時）
　　　　のうち、30分程度
●定員　10名／日（先着順）
●申込締切　希望日の前日まで

謹んで、新年のご挨拶を申しあげます。昨年は多くの皆様に西部
３Rステーションの講座やイベントにご参加いただきまして誠に
ありがとうございました。今年も多くの皆様にご利用いただける
よう職員一同、企画・運営に取り組む所存でございますので、
よろしくお願い申しあげます。 【西部３Rステーション】



市内の小学校4年生の児童に生ごみを堆肥にして、有効活用する、リサイクルの循環の環（わ）に
ついて学んでもらいました。

まず、最初の授業では食物連鎖、微生物による生ごみの分解と堆肥の作り方を学び、その後に、家
庭から発生する生ごみを利用して、ダンボールコンポスト（堆肥）作りを実践しました。5月から始
めたダンボールコンポスト作りは順調に進み、６月末には、今まで実践してきたことの振り返りとコ
ンポスト（堆肥）を熟成する方法について授業を行い、生ごみから堆肥に至るまでの疑問点の解決と
気づいたことについて発表しました。

熟成して出来た堆肥は、野菜の栄養源となるように畑に投入して、土作りを経て、9月に大根と人
参の種蒔きをしました。

育てた野菜は、11月に自分達で収穫して、給食の献立の“すいとん”の一部の材料として使って
食べました。

自分たちで作ったコンポストを利用した畑から育てた野菜の味は格別だったようです。

平成25年11月24日（日）に西区のJR九大学研都市駅
の南口にある「さいとぴあ」で行われた『第1回いとにぎ
わい祭り』にブースを出展しました。

このイベントは祭りをきっかけに地域の新しい結びつき
が生まれることを目指して開催されました。

会場では、飲食関係の出店やフリーマーケット、高校生
による即興の“書道アート”や子どもたちの“ダンス”な
どが行われました。また、多くの環境ボランティア活動団
体の方々が、それぞれ“エコもの作り”ワークショップを
行い、その中に交じって西部3Rステーションでは、「剪定
枝を使ったメモスタンド作り」を行いました。「剪定枝を使っ
たメモスタンド作り」では親子での参加や、高校生の参加
など多くの方に楽しんでもらいました。

参加した子どもから、「メッセージをメモスタンドに挟ん
でお母さんに見せたい。」、「色々な写真を飾りたい。」など
の声を聞くことが出来ました。普段なら捨てられるはずの
剪定枝も一工夫でエコな飾りものに変身します。みなさん
資源を大切にしましょう。

市内の小学校で「食育講座」を実施しました！市内の小学校で「食育講座」を実施しました！

独立行政法人国際協力機構（JICA）の海外研修員8
名（アルジェリア、バングラディッシュ、ミクロネシア、
パプアニューギニア、ソロモン諸島）が廃棄物の最終
処分技術の修得や福岡市の環境行政などの知識を得る
ために福岡市へやってきました。

その研修の一環として、11月21日（木）に当施設
を訪れ、市民に対する環境啓発活動や3Rの取り組み
について学びました。また、飲み終えた牛乳パックか
らハガキを作る“紙すき”やリサイクルできなくなっ
たビンの廃ガラスを使った“ネームプレート作り”を
体験してもらいました。

みなさんエコな体験を通して3Rについて楽しく学びました。
福岡市で学んだことをそれぞれの国の環境問題の改善に役立ててほしいと思います。

海外研修員の方々が施設見学にきました。海外研修員の方々が施設見学にきました。 『第１回いとにぎわい祭り』に
出展しました!

 『第１回いとにぎわい祭り』に
出展しました!

クリスマス「エコもの作りウィーク」開催しました!クリスマス「エコもの作りウィーク」開催しました!
12/7日～23日の間、環境ボランティア活動団体のみなさ

んと一緒に不用になったものを使って、クリスマスにちなん
だ「エコなもの作り」を毎日実施しました。

子どもから大人まで環境について学びながらクリスマス小
物作りを楽しんでいただきました。

23日は、おもちゃの“かえっこバザール”を開催!
子どもたちは、遊ばなくなったおもちゃをカエルポイント

に変えたり、ゲームでもらったカエルポイントで違うおもちゃ
にかえっこしたり大盛況でした。 

堆肥作りの様子 畑へ堆肥を投入 できた大根 !! 大きいぞ !

かえっこバザール　オークション

かえっこバザールキャンディーケース作り

コルクでサンタ作り

ミニツリー作り
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●ＮＰＯ法人循環生活研究所主催
　日　時／毎月第２金曜日　１０：３０～１４：００

ダンボールコンポストを始めてみたいという方、ご参加ください。
●ふくおか環境倶楽部主催
　日　時／毎月第４土曜日 10:30～12:00
　参加費／５００円（基材・テキスト代込み）
　事前申込／不要

日時／ 2月6日（木）、13日（木）、20日（木）
　　　13:00～16:00
場所／ 2階研修室
定員／ 15名（抽選）
参加費／ 500円
応募締切／ 1月23日（木）必着
持ってくるもの／古着物2枚か
古着物1枚と裏地用の布1枚（表
布地の衿と片身頃、裏地の身頃）、
裁縫道具一式、ドミット芯（1m幅
の着丈分）、型紙用の紙

往復ハガキ、FAX、又は西部３Rステーションの２階受付で①希望
講座②住所③氏名④年齢⑤電話番号を必ず明記し、ご応募ください。
〒819-0162 福岡市西区今宿青木1043-2 
Fax 092-882-4580

3Ｒ実践講座3Ｒ実践講座

この印刷物は自然環境保護のために再生紙を
使用し、大豆油インキで印刷しています。

日時／ 2月7日（金）13:00～16:00
場所／ 2階研修室
定員／ 15名（抽選）
参加費／ 300円
応募締切／ 1月23日（木）必着
持ってくるもの／裁縫道具一式

古布から花雛作り（雛飾り）古布から花雛作り（雛飾り）古布から花雛作り（雛飾り）

思い出の着物から
ちゃんちゃんこ作り【全３回】
思い出の着物から
ちゃんちゃんこ作り【全３回】
思い出の着物から
ちゃんちゃんこ作り【全３回】

作品：帯の端切れで干支の馬（大貫弘子さん作品）作品：帯の端切れで干支の馬（大貫弘子さん作品）

学習
体験
学習
体験

情報
発信
情報
発信

活動
支援
活動
支援３R３R

身土不二とは

3R実践講座の応募方法

• 体験コーナー ! •
毎 週 開 催

• 体験コーナー ! •
毎 週 開 催

すべて無料です!

体験コーナーの
申込方法

　身土（しんど）とは、「身」（人間の身体）と「土」（天地、大地）
で同じ意味のもので、分かつことができないことで、不二（ふじ）
は二つとないことです。“身土不二”とは、人間の身体はその人が
住んでいる風土や環境と切り離せない密接な関係があり、健康に生
きるには、「その土地の自然に適応した旬の作物を育て、食べよ」
という考え方です。野菜を自分で育てたり、地元の顔が見える人が
つくった食品を食べたりすることが良いという身土不二の考え方
は、 “地産地消※1”や“スローフード※2”、“マクロビオティック※3”
などに通ずるところがあります。
　そのため、近年、食の安全や安心を強く消費者が求めていることから、身土不二は地域自給や持続可
能な農業のスローガンとして各方面で使われるようになっているようです。また、地産地消を実践する
ことで地域の活性化につながり、環境への負荷の低減にもつながります。
　みなさんも身土不二の考えをヒントに、日々の生活を通して、健康な身体とより良い環境を作ってい
きましょう。

※１：地域で生産された物をその地域で消費すること
※２：一般的なファストフードやコンビニ食などとは違い、多様で伝統的な地域の食文化を守りながら、ゆったり楽しむ

食事のこと。
※３：穀物や菜食を中心とした食生活によって、「健康で長生き」を実践しようという考え方。 参考：環境goo

福岡市西部３Ｒステーションは、環境
学習や環境活動の場、福岡市のごみ減
量や３Ｒに関する情報発信の場とし
て、“循環のまち・ふくおか”の一翼を
担う施設です。
今、地球温暖化やごみ問題など様々な
環境問題が起きています。

「環境にやさしい循環型社会」を作るた
め、私たち一人ひとりが自分たちの生
活の中で、できることから取り組みを
進めていくことが大切です。
みなさんも、自分にできることを見つ
けてみませんか？ハーブ入り“リサイクル”

石けん作り
ハーブ入り“リサイクル”
石けん作り
ハーブ入り“リサイクル”
石けん作り
●時間　10:30～11:30
●定員　10 名／日（先着順）
●申込締切　希望日の 3 日前まで

裂き織り体験！コースター作り裂き織り体験！コースター作り裂き織り体験！コースター作り
●時間　10:30～15:30（随時）
　　　　のうち、1 時間程度
●定員　6 名／日（先着順）
●申込締切　希望日の前日まで

毎　週　水　曜　日 

毎　週　土　曜　日 

毎　週　日　曜　日 
牛乳パックで紙すき体験牛乳パックで紙すき体験牛乳パックで紙すき体験
●時間　10:30～11:30（随時）
　　　　のうち、30分程度
●定員　10名／日（先着順）
●申込締切　希望日の前日まで

謹んで、新年のご挨拶を申しあげます。昨年は多くの皆様に西部
３Rステーションの講座やイベントにご参加いただきまして誠に
ありがとうございました。今年も多くの皆様にご利用いただける
よう職員一同、企画・運営に取り組む所存でございますので、
よろしくお願い申しあげます。 【西部３Rステーション】


